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＜⽅針＞ 
・  2020 年度の研究集会は、原則として対⾯による実施を⾏わないこととし、オンライン

での実施を推奨する。 
・ 6 ⽉ 19 ⽇より、研究者の移動を伴う⼀般共同研究を再開する。その場合、下記の留意

事項を遵守する。ただし、今後 COVID-19 感染拡⼤が懸念される状況に⾄った場合は
速やかに中断するものとする。 

 
＜共同利⽤研究者が留意すべき事項＞ 
（１） 健康状態の確認及び報告 

・ 来所する場合は必ず体温を測定する等、⾃⾝の健康状態を毎⽇確認し、所内世話
⼈に報告する。 

・ 複数名で来所する場合、研究代表者⼜は指導的な⽴場の研究者は他の研究者（⼤
学院⽣を含む）の健康状態についても確認し、所内世話⼈に報告する。 

・ 発熱や⾵邪症状のある場合は、来所前であれば来所を中⽌し、来所中に症状や体
調不良が⽣じた場合は速やかに所内世話⼈に報告し、研究所の指⽰に従う。 

（２） 基本的感染防⽌対策の実施 
・ 研究の実施にあたり、⼿洗い・⼿指消毒、咳エチケット（マスク着⽤等）の徹

底、こまめな換気、⾝体的距離の確保、３密（密集、密接、密閉）の回避、接触
機会の低減について、最⼤限配慮する。 

（３） 禁⽌事項の確認 
・ 発熱や⾵邪症状のある場合等、感染の疑いがある研究者の来所 
・ 海外から２週間以内に帰国・⼊国した⽅の来所 
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